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　重力加速度を求めること。

す。

測定し，横軸に時間，縦軸に高さ（落

例することを確かめます。

実験の手順

まとめ

目的

UE1030300自由落下
力学／等加速度運動

UE1030300

必要機器
品番 品名 数量

U8400830 自由落下実験器 1

U13811 自由落下実験器用接続コードセット 1

U8533370-115 ミリセカンドタイマー 1

　この実験では金属球が上部の放出器に取り付けられています。金属
球が自由落下を始めると，同時に接続されたタイマーが作動します。
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うに表されます。
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を自由落下といいます。

基本原理

図２：時間の二乗に対する距離のグラフ図１：自由落下での時間に対する距離のグラフ

評価
解析第一ステップ：

することを示しています。

解析第二ステップ：

フを書きます。グラフは二次曲線となることが分かります。直線
2でプロットしな

おします。この直線の傾きから重力加速度gが計算できます。

基礎実験

● 品番・品名をクリックすると製品仕様ページ（外部サイト）が開きます。

http://www.3bs.jp/physics/motion/u8400830.htm
http://www.3bs.jp/physics/supply/u13811.htm
http://www.3bs.jp/physics/counter/u8533370-115.htm

